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　「平成20年度学力向上推進事業　実践事例集」や 

　改善状況の検証の仕方について，一層検討していく必要がある。全国学力・学習状況調査

や県の学習状況調査を活用することはもちろん，取り組みに適した検証方法を考えていきた

い。 

　「活用」にかかわる力に関しては，伝えたいことを条件に即して書くことや，事実や方法，

理由等を説明したり書いたりする力が十分ではない。学校訪問等を通して課題や授業研究会

の在り方を含めた授業改善を推進する必要がある。 

変化してきている。 











の実施 
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及び 



　さらに，文章や資料を読み取る力を一層身に付けさせるために，全国学力・学習状況調査や県 
の学習状況調査で比較分析を行い，問題点を明らかにして授業改善を行っていく。 

　「学び合い」を質の高い話合いにするために，有効な話合いの進め方や形態等について研修を 
深め，来年度はその実践を行っていく。 
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理科以外の教科担当者を交えた校内指導案検討会 

















の活用 

良好な状況である学 



　小・中併設校のよさを生かし，子どもの発達の段階を踏まえ，基本的な学習・生活
習慣などについての基本型を作成し９年間を通して一貫した指導をしている。また，
授業の中で「つかむ」「高め合う」「まとめる」などの学習活動を共有し，児童生徒
主体の分かる授業の構築に向けて取り組んでいる。 

　小・中連携（相互補完的，校種横断的連携）で望ましい学習・生 
活習慣の確立を図る 

1時間の授業の流れ（どの教科でも共通して取り組みたいこと） 
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　小中地域協同で，将来を生きる「底力」をはぐくむという基本理念の下，９年間を
見通した「評価の観点と単元」を作成し授業を行っている。また，授業づくりの基本
軸を決め，どの学年，どの教科であっても共通実践することで，発達の段階に応じた，
かつ連続性のある指導が継続・徹底され学力向上が図られている。授業研究会では，
小・中の教員が互いの授業を見合う視点を明確にして指導・助言をし合うとともに，
それぞれの専門性を生かして話し合いを深め指導力向上を図っている。 

はぐくむ 

小・中相互参加の授業研究会で授業改善を図る 

小・中共通の研究仮説、研究の重点、指導の手立て 

ねらい実現のための 
教材・教具の工夫 

学び合い，高め合う 
ための手立ての工夫 

活動や考えのよさの 
評価 

書く指導の継続・徹底 



県学習状況調査や単元評価問題，市で実施している基礎学力調査 

県学習状況調査や市で実施している基礎学力調査等の過去問題を活用する。 

県学習状況調査や単元評価問題，市で実施している基礎学力調 
査などで正答率が低い問題を取り入れる。 



地区算数・数学教育研究会の共通課題 

地区算数・数学教育研究会 

地区算数・数学教育研究会 

計画への位置付けにおける配慮事項などに 
ついて質疑応答 
算数・数学専門の先生方の学習過程におけ 
る指導方法や学び合い等の留意事項につい 
ての意見交換 

「活用」に関する内容の授業 

　地区算数・数学教育研究会での授業研究会の内容を，校内研修会で報告して情報を共有 
し，授業改善に役立てている。 

地区算数・数学教育研究会での研修内容をＢ小学校で活用 
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「事前検討会」を工夫して「授業研究会」の充実を図る 



　各教科の先生方からは 

「おすすめ内容」として 

作成してもらいたい内容 

をアドバイスしています。 

　月２回（部活動が休止の日），家庭学習として，全校生徒がそれまでの学習のまと
めの発信や，テスト予想問題を作成する「かがやきディ」を設定している。生徒が作
成した問題は，パソコン部の生徒がデータ入力し，予想問題集を作ってテスト勉強に
役立てている。この問題を基に校内模擬テスト大会を開催している。 
　生徒に解答を求める道筋だけでなく，逆回路の思考経路も鍛えることが，将来的に
役立つという考えの基，このような取り組みを実践している。 



　子どもたち同士が交流することで，中学校に入学してからの人間関係づくりの橋渡
しになり，教師同士の交流は，授業スタイルや学習活動を共有することになっている。
小学校の教育活動を参考にすることで，中学校での指導を系統性のあるものにするこ
とができる。 



　生徒の基本的な生活習慣を確立し，心を育て生活を安定させるために，次のような 

取り組みをしている。 

　他教科の授業における「学び合い」や「かかわり合い」について，実践例を紹介し 

合うことで，生徒主体となる授業づくりや学習形態における配慮事項等を意見交換し， 

授業改善に役立てている。 



するため創意 

工夫 

家庭学習ノートの例 

させ 

〈指導案作成のための留意点〉 

　基礎・基本の定着を図るために，家庭学習のノートの作り方を紹介するとともに， 

家庭学習の目的意識を明確にするなど工夫した取り組みをしている。 



　各教科における基礎学力の確実な定着のために，昼の時間や家庭学習の仕方などを 

工夫し，教科担任と面談する機会などを設定するなどしてきめ細かい指導をしている。 

できなかった場合は， 

相談 

の前に 



授業研究会 

各授業研究会への参加等の確認 

に提供し 

授業の前半を使って 

復習するなどしてから，授業に入るように 

する。 

次年度に向けた取り組み 研究主任会（5月） 
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